
◆
功
績
の
概
要
◆ 

明
治
３３
（
１
９
０
０
）
年
茨
城
県
那
珂

郡
木
崎
村
門
部
（
現
在
の
那
珂
市
門
部
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
水
戸
中
学
校
（
現
在
の
水

戸
第
一
高
等
学
校
）
を
中
退
し
、
大
正
８（
１

９
１
９
）
年
日
本
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
日
本
大
学
で
２
年
学
び
、
や
ま
と

新
聞
社
水
戸
支
局
に
入
社
し
て
、
大
正
１１

（
１
９
２
２
）
年
に
報
知
新
聞
水
戸
支
局
に

移
り
、間
も
な
く
土
浦
支
局
長
に
抜
擢
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

大
正
１４
（
１
９
２
５
）
年
に
は
夕
刊
茨

城
民
報
社
を
設
立
し
、
ま
た
昭
和
２
（
１
９

２
７
）年
に
は
茨
城
新
聞
社
と
合
併
し
て
取

締
役
に
な
り
、
土
浦
市
に
サ
ク
ラ
印
刷
所
も

創
設
し
ま
し
た
。 

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
土
浦
町
議
会

議
員
に
当
選
し
た
後
、昭
和
６（
１
９
３
１
）

年
に
は
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
で
出
生
地

で
あ
る
那
珂
郡
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
当
選

し
ま
し
た
。
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
に
は

茨
城
県
第
２
区
か
ら
衆
議
院
議
員
に
当
選

し
ま
し
た
。そ
の
後
も
２
回
の
当
選
を
果
た

し
、
中
央
政
界
で
は
、
大
臣
秘
政
務
次
官
を

務
め
る
な
か
で
、幅
広
い
人
脈
形
成
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
昭
和
１３
（
１
９
３
８
）
年
６

月
の
土
浦
大
水
害
に
よ
る
復
興
対
策
や
久

慈
川
の
治
水
促
進
な
ど
、郷
土
の
為
に
も
尽

力
し
、中
央
政
界
で
は
終
戦
ま
で
活
躍
を
続

け
ま
し
た
。 

ま
た
、
戦
後
の
食
糧
不
足
に
鑑
み
、
阿
見

町
に
あ
っ
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
跡
地
・
土

浦
海
軍
航
空
隊
予
科
練
跡
地
の
文
化
的
再

利
用
を
目
的
と
し
て
、現
在
の
茨
城
大
学
農

学
部
及
び
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
の
前
身
と
な

る
財
団
法
人
霞
ヶ
浦
農
科
大
学
を
、霞
ケ
浦

干
拓
工
事
等
に
携
わ
っ
て
い
た
株
木
建
設

の
社
長
株
木
正
一
氏
ら
と
と
も
に
創
設
し
、

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、

日
立
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
会
長
に
就
任

し
た
ほ
か
、茨
城
石
炭
株
式
会
社
を
創
立
す

る
な
ど
の
活
躍
を
し
ま
し
た
。 

氏
は
、
非
常
な
努
力
家
で
身
体
は
２４
貫

（
約
９０

ｋｇ
）
も
あ
り
、
常
に
に
こ
に
こ
と

し
た
度
量
の
広
い
人
で
あ
り
ま
し
た
。多
く

の
事
業
を
手
掛
け
、
人
脈
を
駆
使
し
、
戦
後

の
活
躍
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
り
公
職
追
放
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
体

調
を
崩
し
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
昭
和
２４
（
１

９
４
９
）
年
１１
月
３
日
に
永
眠
し
ま
し
た
。 

な
お
、
昭
和
２６
（
１
９
５
１
）
年
に
公

職
追
放
が
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
名
誉
市
民
選
定
の
理
由
◆ 

衆
議
院
議
員
と
し
て
県
北
地
域
の
発
展

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、県
南
地
域
の
戦
後

復
興
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

阿
見
町
に
あ
っ
た
旧
海
軍
施
設
跡
地
の
文

化
的
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、現
在
の
国
立

大
学
法
人
茨
城
大
学
農
学
部
及
び
学
校
法

人
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
の
前
身
と
な
る
財
団

法
人
霞
ヶ
浦
農
科
大
学
を
創
設
し
た
功
績

は
深
大
で
あ
り
、茨
城
県
の
農
業
振
興
に
お

い
て
き
わ
め
て
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し

た
。 

 

氏
は
政
界
だ
け
で
な
く
経
済
界
で
も
優

れ
た
手
腕
を
発
揮
し
、日
立
セ
メ
ン
ト
株
式

会
社
の
会
長
に
就
任
す
る
ほ
か
、茨
城
石
炭

株
式
会
社
を
創
立
す
る
な
ど
実
業
家
と
し

て
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。 

氏
の
活
動
は
広
く
茨
城
県
下
に
及
び
、そ

の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、郷
土
の
誇
り

と
し
て
尊
敬
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
名
誉
市
民
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。 

  【
略
年
表
】 

  

１
９
０
０
（
明
治
３３
）
年 

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年 

 

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年 

１
９
２
１
（
大
正
１０
）
年 

 

１
９
２
２
（
大
正
１１
）
年 

１
９
２
４
（
大
正
１３
）
年 

 

１
９
２
５
（
大
正
１４
）
年 

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年 

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年 

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年 

１
９
３
６
（
昭
和
１１
）
年 

１
９
３
９
（
昭
和
１４
）
年 

１
９
４
０
（
昭
和
１５
）
年 

１
９
４
４
（
昭
和
１９
）
年 

１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年 

１
９
４
７
（
昭
和
２２
）
年 

１
９
４
９
（
昭
和
２４
）
年 

木
崎
村
で
生
ま
れ
る 

茨
城
県
立
水
戸
中
学
校
（
現
水
戸
一
高
）
に

入
学 

日
本
大
学
入
学 

大
学
を
中
退
し
、
や
ま
と
新
聞
社
入
社
水
戸

支
局
勤
務
と
な
る 

報
知
新
聞
社
土
浦
支
局
に
移
る 

報
知
新
聞
社
を
退
社
し
衆
議
院
議
員
秘
書
と

な
る 

夕
刊
茨
城
民
報
社
を
設
立 

土
浦
町
議
会
議
員
に
当
選 

那
珂
郡
選
挙
区
か
ら
茨
城
県
議
会
議
員
当
選 

茨
城
県
第
２
区
か
ら
衆
議
院
議
員
に
当
選 

文
部
大
臣
秘
書
官
と
な
る 

陸
軍
参
与
官
に
任
命
さ
れ
る 

旭
日
小
綬
章
を
受
け
る 

小
磯
国
昭
内
閣
の
厚
生
政
務
次
官
に
就
任 

財
団
法
人
霞
ヶ
浦
農
科
大
学
創
立 

常
陸
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
創
立 

茨
城
石
炭
株
式
会
社
創
立 

５０
歳
で
逝
去 

那
珂
市
名
誉
市
民
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
故
）
中
井
川

な
か
い
が
わ 

浩
ひ
ろ
し 

氏 

 

明
治
３３
年
９
月
２５
日
～
昭
和
２４
年
１１
月
３
日 

(

１
９
０
０
年) 

 
 
 
 
 
 

（
１
９
４
９
年
） 


